
平成29年度 市立函館病院経営効率化に向けた取組の実績

① 入院件数の増加

(1) 4月～12月の入院件数の推移

(2) 4月～12月の地域診療応援（他病院への医師等の職員派遣）の状況

② 平均在院日数の適正化

退院時のＤＰＣ入院期間の割合

③ 材料比率の見直し（4月～12月）

④ 入院収入に占める検査収入の割合の推移（4月～12月）
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区分 Ⅰ～Ⅱ以内 左記以外

H28年度 51.8 48.2

H29年度(4月～12月) 54.2 45.8
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（単位：千円）

区 分 H27年度 H28年度 H29年度

入院外来収益 Ａ 11,728,361 11,358,858 11,960,691

薬品診療材料費 Ｂ 4,301,844 4,094,444 4,163,540

Ｂ/Ａ(%) 36.7 36.0 34.8

（単位：千円）

区 分 H27年度 H28年度 H29年度

入院収入 Ａ 8,607,701 8,442,612 9,000,307

うち検査および画像診断 Ｂ 525,640 474,960 488,762

Ｂ/Ａ(%) 6.1 5.6 5.4
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⑤ 4月～12月の手術件数（手術棟分）

（単位：件）

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

手術件数 2,175 2,248 2,258 2,475

H27年度 H28年度 H29年度 H29目標

2


